
令和 6年 2月 24日 

森林を守ろう！山陰ネットワーク会議 

事務局 様 

                         会員名 讃郷愛林協会  

                           代表  田栗 栄一  

 

「交流助成事業」活動実施報告書 

 

1.開催日時   令和 5年 12月 9日 14:00 ～16:00 

         

2.会  場   鳥取看護大学・鳥取短期大学 

 

3.参加者    合計 27人 [2団体、個人 11人] 参加者名簿は受付簿を添付 
 

団体名・個人名 
参加人

数 
団体名・個人名 参加人数 

① 讃郷愛林協会 15 ⑧   

② 個人 10 ⑨   

③ 佐々木 明仁（講師県職員） 1 ⑩   

④ かわせみネイチャーゲームの会 1 ⑪   

⑤    ⑫   

⑥    ⑬   

⑦    ⑭  
  

4.活動内容 

(1) 講 演   14：10～15：10 （内容についてはレジメを添付） 

(2) 参加者でディスカッション 15：15～15：55 

(3) 閉会挨拶 

(4) 松くい虫の生態と県の防除活動が分かって良かった。 

又県の主催する松くい虫防除の研修会（実地活動含む）について情報を得て、1月に

当協会からも 8名参加することになった。 

 

5.交流事業の写真 

会報誌「讃郷愛林協会だより」をご覧ください。 

以上 

 

 

 

 

 

 



レジメ 

令和 5 年 12 月 9 日 

 

里山再生フォーラム 

なぜ松くい虫は防除できないのか 

主催 讃郷愛林協会 

後援 「森林を守ろう！山陰ネットワーク会議」 

於 鳥取看護大学・鳥取短期大学 

 

 

次 第 

 

１．主催者挨拶：讃郷愛林協会 会長 田栗 栄一 

 

 

２．発表 

 

①「マツ枯病のメカニズム」岡田 直紀氏（元京都大学教員） 

質疑応答 

 

 

②「県内の被害状況と松くい虫対策今後の方針」 

質疑応答 

 

 

３．ディスカッション 

 

① 松くい虫被害をこれ以上ひろげない方策はあるか？ 

 

② あればボランティアに何かできる事はあるか？ 

 

 

４．閉会の挨拶：讃郷愛林協会 副会長 森下 義雄 

 

 

 

 

 

 


















